
盟汁うっ滞の病態生理に関連してー）

兵産秀幸｛内科学第一〉

雄性 SDラットを用いて内因性・外国性胆汁うっ港

モデルをファロイジン投与或は総胆管結繋により作製

し，肝を摘出した。摘出野より肝毛細胆管傭摸ベジク

ル（CMV〕を調整後，脂賀桂成，摸の主要構或 1）ン揺

費であるフォスファチジルコ 1）ン（PC）・スフィンゴ

ミエリン（SM）のアシル鎖脂肪酸組成，摸融合能，摸

流動性を灘定し，対照群と比較検討を行った。内密

性・外国性を問わず CMVのコレステロール／リン

脂質（C/P）比は上昇し， PCの飽和／不飽和指肱酸比

csえ］）も上昇した。一方， S誌の S厄比辻低下し，肝

細鞄膜リン脂質分子謹における脂肪薮構成の相補性を

示唆した。 CMVのつポソーム融合詫は抵下し，肝iヰ

ベジクルによる詣質分子供絵の抵下を示唆した。また，

膜流動性も抵下し，その脂震構成との密接な関与を示

唆した。内茜性・外罰性胆司汁うっi帯における物費の肝

内停滞・排誼障害の機序として，膜構築変化の重要性

を示した。

3. Increased expression of inducible nitric oxide syn-

thase in nasal epithelial cells in patients with allergic 

rhinitis 

｛アレルギー性轟炎患者轟粘膜上度結麹における誘

導型ー酸化窒素合成酵素発現の増強）

日i本浩子（耳鼻咽喉科学）

アレルギー性鼻炎における鼻控内一酸化窒素（NO)

j農震は建常者に詑べ高値である。そこで，鼻結膜擦退

細患を思いて，アレルギーの有禁による一酸北窒素合

成酵素（NOS）活性の比較検討を行った。対象は，正

常者12名（コントロール群）および通年註アレルギー

性鼻炎患者12名（housedust (HD）群）とした。抗内

皮型 NOS(eNOS）抗体，抗誘導型 NOS(iNOS〕拡体を

用い蛍光免疫染色を行い，共焦点レーザー顕綴鏡にて

蛍光強度を灘定した。 eNOSの発現は，アレルギーの

有無にて変化を認めなかったが， iNOSの発現は， HD

群において，コントロール群に比べ有意に強かった。

しかし，筑累誘発による iNOS活性の増強は認められ

なかった。鼻粘膜において， eNOSの産生する NOは，

鼻結膜機能の恒常性維持に関与し， iNOSの産生する

NO l土，アレルギー症状の発現に関与すると考えられ

た。

4. Expression of drug resistance-related genes in 

head and neck squamous cell carcinoma and nor-

mat mucosa. 
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（頭頚部肩平上度癌組織と正常粘膜組織における薬

剤耐性関連遺伝子の発現）

平田 思｛耳鼻咽喉科学）

頭頚部扇平上度癌組織における薬剤謝性関連遺伝子

の発現に関して，分子生物学的手法を患いてその生物

学的特性や薬剤耐性における役割について明らかにす

ることを目的として本萌究を行った。その結果トポイ

ソメラーゼ、IIaの発現が頭頚部正営粘摸によとべ頭頚部

属平上皮窪紐識において存意に高く，特に頚部リンパ

箭転移組識において者意に高いことが明らかになり，

頭頚蔀扇平上皮癌難治例のみならず，従来手術に頼ら

ざるを得去かったワンパ節転移に対してもトポイソメ

ラーゼ E誼害斉せが有効であることが示唆された o

MDRl, MRP, LRP遺託子は薬剤酎性のみならず，麗

霧の増殖にも重要な役割を果たしていると言われてい

るが，今回の験討では頭頚部扇平上皮癌においてはこ

れらの園子の関連i訂正いことが示唆された。

5. 5系米人における血溝マダネシウム濃裏と酎糖能

との関連について

八木佐和子（内科学第二）

糖尿病者では血清マグネシウム護度（SMg〕抵鐘と

いう報告があることから，ハワイ在住日系米入を対象

に医学・栄養再調査を行い， SMgと離糖詫との関連

について検討を行った。調査期障は1995年 7～ 8月

の1か丹開。医学調査対象375例のうち，樹糖能正常

群（NGT)212例，酎轄能異常群（IGT〕107到，糖尿荊

群（DM〕56開。栄養謂査対象147例のうち， NGT92例，

IGT 37例， DM18到。医学調査成績で辻インスリン抵

誌性指数但O剖A）および皇糖笹の総和〔三SG）は上記

各群需に有意差が認められた。 SMgは IGT・ DM関，

NGT・D諮問で在意差が器められた。 SMgと有意の相

関が認められた項目は空襲時皇糖値， HO羽Aおよび

三SGであった。栄養調査成譲で辻，話g摂取量にお

いて DMが他の 2群に比して低値の傾向がみられた。

Mg は生体内で酵素作君を活性化させ，インスリン作

用を促進させる働きがあることから， SMg低下は代

書を阻害し，謝糖能をF章害する可語性があると考えら

れた。

6. Three-dimensional visualization of the Golgi 

apparatus: observation of Brunner’s gland cells by a 

confocal laser scanning microscope 

（ゴルジ装霊の三次元構造：共焦点レーザー走査顕

微鏡によるブルンナー麗細胞の観察〉

洲崎悦子（解部学第二）
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ゴルジ装置は数層の扇平な層板とそれに付随するた

くさんの小胞により構成され，細胞膜や細胞外へ送ら

れる糖タンパク質のプロセッシングを行う重要な役割

を果たす細胞内小器官であることが知られている。し

かし，電子顕微鏡でなければ各層板を識別できないこ

とや入り組んだ複雑な構造をもっという困難さから，

その三次元構造は明らかではなかった。本研究は，レ

クチン細胞化学を用いた電子顕微鏡的観察の結果を共

焦点レーザー走査顕微鏡に応用し，光学顕微鏡的には

識別できないコ守ルジ層板相互の位置関係を識別しなが

ら，電子顕微鏡観察ではとらえることが非常に困難な

ゴルジ装置全体の三次元構造を明らかにしたものであ

る。本研究によってゴルジ装置の三次元構造は，従来

の「カップ型」とは対照的に核に向かつて聞いた「ドー

ム型」であることが示され，腺組織を構成する細胞内

におけるゴルジ装置の空間的配置とゴルジ装置全体の

三次元構造が初めて明らかになった。

7. Secretion of Matrix Metalloproteinase-9 and 

Tissue Inhibitor of Metalloproteinase-1 by 

Meningiomas Detected by Cell lmmunoblot 

Analysis. 

（細胞免疫プロット法による髄膜腫からのマトリッ

クスメタ口プロテイナーゼー9友びティッシュイン

ヒビター メタ口プロテイナーゼ寸分泌の解析）

溝上達也（脳神経外科学）

［目的】髄膜腫における matrixmetalloproteinase-9 

(MMP-9）とそのインヒピターである tissueinhibitor 

of metalloproteinase-1 (TIMP-1）の発現の確認と組織

学的悪性度，及び増殖能との関係を明らかにする。

［対象・方法】髄膜腫（20例）での， MMP幽 9及び

TIMP-1の分泌を， 1.凍結切片での免疫染色による

発現を検討した。 2.細胞免疫プロット法にて発現を

検討し，分泌細胞を一定単位あたりの個数で評価した。

3.組織学的良性群と悪性群別にこれらを検討し，

MIB-1陽性率と MMP・9の発現を比較した。

【結果】 1.凍結切片での免疫染色では， MMP-9

の発現は10例， TIMP-1は4例に発現された。 2. 細

胞免疫プロット法で MMP-9は， TIMP-1よりも高頻

度で大量に発現された。 3.組織学的悪性度，及び増

殖能と MMP-9,TIMP-1の発現に相関関係は認められ

なかった。

｛結論】髄膜腫では，全症例で MMP-9の発現が確認

され，これは組織学的悪性度，増殖能に関係しなかった。

8. 糖尿病性腎症死亡の疫学的研究

山遺瑞穂（内科学第二）

［目的｝糖尿病性腎症死亡の危険因子と介入の可能

性を＋食言す

［対象】糖尿病と診断され死亡した2,156例

［成績】腎症死亡では登録時の年齢が若く，女性の

比率が高く，死亡時年齢は低く，死亡までの期間は長

く， FPG, 2h-PGは有意に高値であった。登録時

FPGの上昇につれ腎症死亡比率は有意に高率となり，

FPG 200 rng/dl以上で尿蛋白陽性群が陰性群に比して

有意に高率であった。登録時，最終受診時ともに尿蛋

白陽性群の腎症死亡比率は陰性群に比して高く，尿蛋

白の推移では持続陰性群，陽性化群，持続陽性群と段

階的に上昇した。登録時の腎症死亡の危険因子を多変

量解析で検討すると FPG, BUN，収縮期血圧，登録

時から死亡までの期間が有意に関連した。

【結語】糖尿病性腎症の進展及び死亡を防止するた

めには，糖尿病の早期発見と血糖コントロール，血圧

のコントロールが重要であり，蛋白尿陽性の糖尿病患

者に対してはより厳格な管理が望ましい。
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9. 労作性狭心症における冠動脈狭窄度とプラーク形

態および細胞増殖能との関連について

DCA切除組織の病理組織学的検討

佐藤哲史（内科学第二）

DCAにより採取された組織を用い，労作性狭心症

患者の冠動脈の狭窄度とプラーク形態との関連を病理

組織学的に比較検討した。対象は， DCAを施行した

労作性狭心症患者74例74病変のうち，冠動脈形成術

歴のない労作性狭心症28例28病変（新規病変群）と

冠動脈形成術後労作性狭心症46例46病変（冠動脈形

成術後群）である。臨床病態により SAP群と UAP群

に分類し検討した。新規病変群における検討では，内

膜過形成，血管新生，出血，炎症細胞浸潤等のプラー

ク変化，また PCNA陽性細胞は UAP群に高率に認め

られた。冠動脈形成術後群における検討では，両群聞

に差を認めなかった。また冠動脈造影上の狭窄度によ

りH群， L群に分類し検討した。新規病変群，冠動脈

形成術後群ともに，両群聞に差を認めなかった。以上

より，冠動脈造影上の狭窄度からはプラークの不安定

化は予測不可能であった。また冠動脈造影上の狭窄度

は高度でない場合においても病理組織学的に不安定な

プラークが存在する可能性が明らかにされた。
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